
地

球

節

七
笹

A
lm
an
a
c
.
i
in
に
次
で
p
訪
ね
ま
し
た
の
は
'
L
ib
rairie
H
a
ch
e
tta

で
あ
り
ま
す

､

B
.
ul
ev
a
rd
S
t･G
ernn
ain

7
9
.
巴
;H天

蝉
よ
り
少
し

非
分
に
=:==
て
肝
ま
す
､
階

下
は
斑
埠

階
上
は
舟
解
式
に
な
り
P
改
称

用

番

数
の
脱
党
邦
に
な
っ
て
於
ま
す
'
早
-
か
ら
､
地
靴
紬
係
等
の
出

刊
か
以
て
地
窃
非
に
京
欣
し
た
粥
で
､
難
a.a
の

7
秤
で
､
或
代
地
捲
土

の
廃

除
と
か
地
域
に
紺
す
る
記
都
に
･甘=
ん
で
尉
た

L
e
T
o
u
r
d
u

M
o
n
d
eと
か
'
地
班
即
姓
な
る

L
o
u
is
V
i一i
e
n
a
e
St.
M
ar
tin

の
N

ouve
au
d
ictio
n
n
aire
d
e
G
6o
g
ra
p
h州e
U
n
iv
ers
e
lle
(T
V
o
ls

P
a
ris,
187
9
-
1
90
0)
地
に
P
a
u
l
Joan
n
e
の
D
ictio
n
naire
G
tlog
ra･

ph
iq
u
e
et
admi
nistratif
de
h
F
rance
(
7
V
o.As,)890
-
19
05)

等
私
も
山
刊
し
､
地
問
と
し
て
は

L
IV
iv
ie
n
d
e

S
t
.
M

artin
,
F
.

S
ch
rad
e
r
共
栄
の
A
tlas
u
n
iv
e
rset
d
e
G
6o
g
rap
h
ie
(8
0
S
h
e
ets,

)877
-
1912)
此
仙
f
V
id
al
d
e
la
B
ta
ch
e

の
諜
t
T
ab
leau
d
e

h
G
6graph
ie
d
e
la
F
r
an
ce
や
'E
rn
e
st
L
av
isse
の
苅
H
istDire

de
F
rann
e
池
に

E
tis6e
R
eclu
s
の
新
年
多
-
み
輩
げ
ろ
=
と
が
山

衆
ま
す
o
蝕
か
L
現
今
は
廿
曲
な
案
内
杏
や
地
附
軸
の
エーi
収
み
主
と
す

る
枕
に
な
り
､
各
郡
の
伐
剃
な

案
内
記
軸
が
描
内
払
飾
っ
て
放
ま
す
｡

仙
北
二
番
蹄
の
他
に
､
地
郡
に
関
す
る
樹
聾
は
各
伊
の
訪
印
で
出
版
さ

れ
て
店
ま
す
が
､
非
中
訪
ね
て
見
ま
し
た
の
は
t
M
a
sso
n
碑
綿
で
あ

り
ま
す
O
盈
～
,早
-
か
ら
地
班
辞

出
版
Li闘
糾
し
た
坊
で

A
!Lb
e
rt
d
e

L

a,p
紳

嘉

の

L
e
p
n
s
d
eG
e.
grap
h
ie
P
h
y
siq
ue
,(18
96
)

の

如
き
は此
の
出
脱

に
係
っ
て
居ま
す
､
久
Ej恥
地
坪
仙

骨
の
榊
脚
郷
誼

L
p
G
かo
糾
rap
b
ie
や
t

TVh
rcellin
B
o
u
lc
粥
の

G
u
id
es
d
E5S

第

三
班

墓

地

五

八

tou
rist
e
な
ど
も
出
版
し
て
申
ま
す
｡

人
文
地
班
の
新
研
究
と
し
て
知

ら
る
ゝ

B
ru
n
h
es誹
､
L
a
C
か
O的
raph
ie
H
u
m
ain
e
の
如
き
-
此

の
蕃
蹄
の
由

粧
す
ろ
胞
で
-
仲
に

此
の

番
に
鰯
す
る
醸
せ
ば
防
現
に

旧
立
っ
て
見
え
ま
し
た
｡
私
は
不
串
に
し
て
伽
糾
問
滞
在
の
糊
が
畑
か

ゝ
つ
た
の
で

､
流
介
な
純
終
れ
)致
す
糊
.仲
村
し
ま
せ
ず
､
新
し
い
御
報

革

め
的
SJ:な
い
の
払
出
鰭
と
存
じ
ま
す
O
叉
何
等
か
の
銅
鉱
に
も
た
て

げ
と
思
っ
て
仲
兄
)付
御
報
巾
し
た
に
過
ぎ
畠
慣
わ
｡
(
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九
二
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五
月
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0
小
林
儀

!
郎

耽
樺
太
油
田
地
質
概
報

(
P
relim
in
ary
re
p
ort
on
th
e
geology
o
f
th
e
oil･field
s
irL

N
orth
‥R
u
ssian
)S
a
kh
alin
.B
uli,Am

e
r.A
ss
.P
etro
,G
eoto
g
ists
J

v
o!.X
.
N
o
.
1
),
N
ov
.
)
926
,
pp
.
1)50

1162
)

記
職
院
域
は
北
純
米
即
ち
絹
飼
種

火
の火
整

相
州
印
で
､
地
形
上
北
方

指
弾
よ
り
双
方
奥
地
に
向
ひ
拭
､
階
段
地
'
丘
陵
地
p
巾
村
地
の
四
竹

よ
り
成
り
'
各
南
北
に
迎

瓦し
て
蹴
る
､
就
中
拭
櫛
は
地
就
学
上
蹴
る

興
味
め
り
北
ハ放
伐
は
悔
梓
の
隙
起
､
沙
雌
の
鞭
鐙
及
防
府
に
出
水
し
て

L1;
る
.
油
川
み
構
成
す
る
主
な
地
鮮
は
ーい
新
糊
よ
り
鮮
新
期
に
亙
る
京

紫
'
砂
=jG
t
松
･=方
韓
の
凝
肘
で
･=村
蝶
-
化
石
と
の
見
地
か
ら
之
在
上
'

申
I
T
の
三
郎
に
分
け

る
郷
が
州11
兆
､
井
内
で
ポ
‥訓
の
山桃
凹
に
如珊
接
の



山絹
枝
川和
和
す
る
り
は
中
軸
岬
の
鴨
巾代
包
:･<..～
川村
いW
で
あ
る
､
‖花等

仰
耶
い肘

の

1

触
恰
向
は
晦
梓
に
鵬
行
に
解
消
北
に
治
り
､
,.tj
な
,c･七
背
斜

が

め

-
頗

々
に
前
曲
の
描
.B
f及
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
湖
即
ち
併
謂
K
ir
lak
es
み
見
る

7
舷
に
･背
斜
の
如
現
は
閃
現
に
比

し
傾
斜
が
多
少
魚

で
相
に
は
北
方
に

糊
倒
せ
る
神
曲
が
あ
る
'
本
ET
E
に
は
上
組
桝
叉
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
輔

の
油
非
が
可
な
り
あ
っ
て
'
オ
ハ
帥
S
に
於
て
li
三
㌧
凹
非
よ
り
凹

1
､

四
凹

7
バ
ー
レ
ル
の
原
油
み
相
､

拭
舷

7
八
〇
米
よ
り
の
油
は
分
析
の

約
兆
か
ソ
-
ン
み
含
決
な
い
'
純
r二

､
五
〇
四
栄
の

叫
武
州
非
に
放

て
は
探
庶
八
七

九
米
に
於
て
二
〇
バ
ー

レ
ル
の
帰
納
私
見
､

i
J
二
二

七
米
に
於
て
約
二
〇
〇
'
0
0
0
立

方
沢
の
光
糊
私
憤
氾
し
た
｡
(Y
)

0
小
林

点

が

長

門

の
中

生

菅

の
暦

序

(N

.te.
nth
e

M

eso20ic
F
orm
atio
n
s
in
P
ro
v
,N
ag
ato
)
地

斑堺俳
誌節
三
三

位
(三
九
八
批
)非
文

7
-
九
六

大
正
十
hJ
年
十

1
月

長
門
==B浦

地
方
の
新
朔

三
助
紀
よ
り
有
期
･3
'･#
紀
に
光
る
中
出
際
の

樹
林
心
地
..(
Ll
も
の
で
'
次
の
如
-
分
相
し
た
｡

三
､

閃
芯
統

蘇
色
舶
次
･:方
､
砂
岩
'
舛
傑
出
'
機
…訂
.
玲
山村

-

廿
期
日
盟

軸

不
地
合

ト

ヨ
ーフ

二
､
遭

浦

流

砂
紫
､
試
射

停
三

軍

来
館

ナ
ナ
､～

ニ
'
七

見

屠

砂
労
､
東
山が

結
伯
化
石

ハ
p
歌

野
屠

砂
淑
(
試
射
､
機
射
賛
甘=
む
)

好
さ
五
五
〇
米
L
yt.
c
era
s
及
In
o
ce
rarnus

の
二
新
抑
あ
り

摘

録

口
､
正岡
由
･山
膚

砂
州ポ
､
H
I;A7;

附
け.～,
･y
T;
潔

柄
杓
他
石
火
ア
シ
モ
ノ
八
多
し

-
坤
期
傑
抑
紀
1

L
L即
甘
則
傭
耶
縦

イ
'
寮
桑
野
厨

砂
封
､
機
川村

好
さ
四
五
〇
米
倣

三
内
只
､
他
り
且
狐
､
珊
瑚
､
晦
打
舟
あ
り

-

甘
期
催
.a
紅

茶
救
命

7
'
英
欄
統

合
淡
厨

-

新
期
三
曲
如

上
誹

砂
岩
､
貫
山村
'
枯
佃
化
石
あ
り
'
山
ノ
非
の
枯
物
化
石

暦
は
之
に
憐
す
る
O

下
部

砂
川祈
'
機
･:宍
耳
山方
及
粕
d
J祝
恰
払
爽
む
)

潰
物
北
石
め
り
｡

以
上
の
各
肘
に
於
げ
ろ
動
植
物
他
石
の
秤
銘
を
騨
げ
､
澱
後
に
歌
貯

府
中
の
新
和

In
D
Ceram
u
S
u
ta
n
O
e
n
Sis
及

(1
0
的
u
rai
の
細
か
手

記
北
も
附
す
O

且
つ
固
収
に
は
此

の
二
相
を

が
す
.

(
こ
の
分
厨
は
枇
氷
の
桝
光
に
比
し
て
糾
鋸
で
あ
る
O
免
れ
は
甘
地
物

の
托
死
な
詳
細
に
し
た
絡
め
で
あ
る
じ
光
J
田
申
出
厨
の
如
き
は
も
つ

と
細
碑
に
分
磁
せ
れ
ば
寧
b
ね
と
吟

へ
ら
れ
る
.
机
石
紋
と
雄
油
紙
と

の
不
鵜
舟
糊
係
は
虫
に
小
紹
畑
土
に
依
っ
て
明
か

に

さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
が
､
J
三

に
も
桝
鵬
に
示
し
て
肘
為
｡)
(N
)

0
棉
山
又
次
郎

土

俵

の
第

三
紀

最
姫

(華

盈
W
樹
火
串
規
準

部
組
鮮
塑

瓦

解

1
秒
第
九
隅
望

二
六
五
試
聖

二
･;(
入
京

f
問
脱
付
乾

生
)
地
劉
調
頚
仰
捜
伽
鈴
木
壮
大
氏
ほ
1'=Z
知
脈
安
拡
郡
安
山
村
iJ
肝
に

て
且
化
石
も
輔
鵜
し
た
が
背
教
は
二
四
絹
布
同
定
し
た
｡
井
桁
苑
仰
新

三

.1..

就
九



瑚

瑠

弟
七
番

仲
中
部
と
判
断
ぜ
ら
為
｡
(棉
山
)

0
横
山
文
次
郎

三

河

渡

英

等

島

の
県

化

石

(些

蒜

的
大
串

珊
撰
部
和
郎
堕

義

弟

7
鰍
筋
九
軍

二
六
九
京
よ
り
三
七
九
式
ま
で
闘

版
付
英
文
)
地
質
訓
遺
所
技
輝
石
非
油
津
成
婚
放
品
に
て
凹
八
純
な
鉾

す
o
北
ハ中
現
地
ぜ
ざ
る
も
の
け
九
稗
に
す
k
Jな
い
｡
拙
江
の
土
方
肘
桝

田
何
方
の
耽
減
野
放
下
.5.=･と
ほ
ほ
同
時
代
と
判
断
ぜ
ら
る
｡
(横
山
)

O
横
山
又
次
郎

秋

田

油

田

の
化

石
欧

蔑

動

物

(
杢
=i帝
紺

大
串
埋
抱
Li部
組
嬰
第
二
甑
筋

】
鰍
筋
九
締
出
三
七
七
井
翼
三
八
九
京
二

岡
脈
付
英
文
)
地
質
駒
恋
仲
の
千
谷
村
山
爾
技
伽
の
秋
川
油
川
に
探
塊

せ
る
化
石
み
同
･.R
し
た
｡
止
よ
り
数

(
て
Å
倍
は
砂
｡Jj;に
て
胡
如
中
島

の
･[>Y
川
軍
氷
及
び
大
平
村
中
陶
に
牝
石
が
出
る
O
B
厨
は
砂
封
双
岩
ii

て
由
利
郡

鵜
肘
守
'
南
秋
田
郡
鼎
描
'
河
池
郡
簸

川
に
北
石
が
〓
る
O

C
厨
は
砂
山方
式
封
某
厨
に
て
仙
北
郡
布
叉
に
他
石
が
狂
風
さ
れ
た
｡
D

厨
は
損
色
東
川方
で
E
厨
は
桂
媒
質
岩
野
厨
は
敗
色
離
水
岩

で
仙
北
郷
永

ノ
祇
坂
に
月
他
石
払
拭
し
ii｡
A
の
月
掛
は
七

'1
種
あ
っ
て
流
露
斬
班

上
部
と
同
時
代
と
併
せ
ら
る
｡
丑
は
二
九
抑
あ
り
多
分
鮮
新
上
部
に
て

武
瀬
野
放
下
部
に
細
餌
す
る
ら
し
い
O
叔
下
の
F
は
坤
新
地
に
機
す
る

で
あ
ら
､㌔

(梶
山
)

0
横
山
又
次
郎

前

渡

江

の
第

三

紀

炊

煙

動

物

(墾

瓜
仰
1

大
串
班
準
部
紀
f:顎
JL節
こ
和
節

1
秒
節
九
締
出
三

山
王
式
製
二
二
六
凹
苅
凹

回
収
仰
英
文
)
姑
に
封
新
は
火
口
の
肝
新
仲
兄
北
市
か
記
城
し
.た
が
近

境
地
併
御
衣
仰
柁
仰
千
界
紺
之
肋
比
の
柁
仏
晶

-
脈
流
火
堺
の
小
縄
悼

･火
の
姫
川仏
〃.4,み
･介
L･4
.L
二
二
相
か
‖糊
付ル
し
小ト
o

比
的
･ガ
の
妨
三
松
射
り

飾
三
班

】妻
.t

六
〇

中
で
千
谷
氏
の
土
方
好
は
俳
新
上
部
に
佐
栄
樹
は
北
ハ中
部
に
儀
し
内
川

厨
及
び
堀
之
内
厨
も
叉
鮮
新
に
て
上
竺

扇

よ
り
は
柵
甘
く
利
息
暦
は

申
新
に
屈
す
と
判
断
ぜ
ら
る
O
(横
山
)

C
山
本
蒜

浅
間
火
山
近
傍
に
於
け
る
蚤
力
偏
差
観
測

の

初
報

測

地
串
墳
丘
J.L･聖
晶

七
*
(Prelim
inary
R
ep.rt
.i

O
b
serv
a
tion
s
o
f
G
ra
v
ity
G
rad
ie
n
tsa
bout
V
oIcano
As
am
a
)

約

火
山
城
川
山
地
喝
の
流
力
肘
の
他
紙

払
明
か
に
し
撃
て
の

時

間
的
変

化
が
あ
れ
ば
そ
れ
み
見
出
す
臼
的
JhA
持
っ
て
繋
解
は
光
水
'
萩
肺
爾
氏

の
提
助
の
許
に
誰
力
偏
弗
の
靭
刈
私
行
ふ
た
｡
,
,の
目
的
の
痛
め
に
兜

づ
政
利

叫
九
二

1
咋
八
月
十
二
日
よ
り
同
月
米
ロ
ま
で
に
十
七
ケ
桝
の

榊
柵
私
行
ひ
､
貿
年
の
七
月
三
日
よ
り
十
九
日
ま
で
の
問
に
前
年
と
同

じ
地
靴
で

(
但
し
時
間
的
担
他
は
倣
り
な
い
だ
ら
う
と
漁
期
掌
ら
れ
た

山
光
の
五
ヶ
所
丈
は
除
い
て
)
同
仁
機
械
で
同
株
の
賦
州
が
な
さ
れ
た

轡

)の
堕

布

目
の
糾
糊
で
は
肺
粥
時
間
的
田
地
に
射
し
て
長
も
鎗
敏

コ
ア
サ
†

と
皿
ほ
れ
る
子

洩

関

の
山
灘
の

7
鮎
私
跳
ん
で
新
し
い
料
州
が

行
ほ
れ

た
O
始
め
の
年
の
准
洲
で
は
底
々
降
雨
虫
天
に
泣
越
し
て
孤
測
怖
祝
は

良
好
で
あ
っ
た
が
､
は
じ
め
の
問

は
特
に

歴
々
放
好
な
節
に
熊
ほ
れ
て

蹴
洲
情
況
は
不

良
で
あ
っ
た
｡
次
の
年
は
始
め
の
う
ち
は
代
鼠
朋
の
水

瑛
み
空
け
孤
湖
み
放
棄
し
た

7
枚
さ
へ
あ
っ
た
｡
そ
の
毎

は
;,t
損
音
盤

に
製
ほ
れ
た
O
=
の
寂
の
銭
め
に
二
雛
の
群
椛
に
附
屈
す
る
反
射
鏡
に

鰐
が
仲
耕
し
て
駄
目
に
な
り
五
位
勘
川
谷
二
､
三
pt
倣
偶
な
-
せ
ら
れ

た
O
前
非
-
･1
多
-
の
縦
測
伽
に
就

い
て
二
日
づ
1
親
側
わ
行
ふ
た
o

J
･り
汁州
-i.L
･･!･1.人脚
.:L
L.J
(.i,･刀
小小
‥1
:･
･)･十
･､
,A.
MH
1

1.
ニ
ー.L､
i
Z11'-;
･IMpf-;
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切
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細
川
純
が
山人
々
･3
年
均
什悦
か
ら
鞘
･均
か
;
紺
フ

レ

て
ゐ
ろ
か
TL5.

.
･･:
･･
＼
=･
･

1
.,

｣

∵

･･･.,･
･･
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z･
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如
耶

･･

け

2
･

4
'
納

縄

･･

什

l
･
6
,
軸

‥

什

2
･

4

-J
い
ふ
結

氷
に

な

る
(
流

力
偏

苑

計
の

T

夜
の
料
湖

が
如
何

な

る

粒

度
ま
で
倍
出

し
柑
ろ
か
み
敗
曳
的
に
化
し
た
こ
と
は
有
益
な
桝
妃
で
あ
っ
て
参
考
と

な
る
こ
と
抄
な
-
な
い
o
飴
L
脱
文
中
尉
額
が
上
記
の
フ
レ
の
煩
因
み

列
堪
し
て
ゐ
る
中
で
､
視
差
の
粍
臆
の
見
地
よ
り
考

へ
て
少
し
甘
相
し

か
qr
rる
も
の
が
あ
り
､
且
つ
こ
の
槻
洲
で

除
去
す
る
に
放
rJ
問
経
と
せ

ら
れ
て
あ
る
火
範
の
彫
杜
松
考
へ
に
入
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
は
劫
腿
と
す

る
仲
で
あ
る
｡
S
;.令
)｡

始
め
の
坤
の
粗
糾
低
み
次
の
年
の
枇
州
値
よ

り
苑
引
い
た
邦

倣
蜘
ち
約
十

7
ケ
月
間
に
縫
っ
た
建
化
み
阿
東
し
た
も

七
i･'Lソ

の
み
見
る
と
'
創
ケ
鰐
の
北
四
に
併
る
火
山
槻
測
俳
､
扮
ノ

平

淡

天
狗

ノ
路
地
の
三
鮎
に
於
い
て
は
､
蕊
カ
の
5
1さ
が
水
平
河
内
で
叔
火

脚
加

私
娼
寸
分
向
の
鍔
北
は
何
れ
も
同
校
に
四
両
関
わ
指
し
て
ゐ
る
こ
と
は

紫
し
い
…
致
で
あ
る
が
t
等
ポ
テ
ン
ツ
ア
〃
河
の
叔
火
曲
率
の
方
向
及

畢
王
弊
曲
率
り
苑
に
蒐
力
の
弧
ru
み

飛
i
)

た
虫の
鉛
化
は
可
な
り
鳩
胸

が
あ
る
｡
佃
の
,槻
州
別
に
就

い
て
ほ
緒
川
山
の
米
紙
と
m
比
と
の
両
院

域
で
は
多
少

7
致
し
て
ゐ
る
と
〓心ほ
れ
る
班
化
の
緋
が
見
受
け
ら
れ
る

(
=
の
桝
の
本
文
の
悲
塊
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
多
分
=
望
瓜
峡
で
あ

ら
う
と
瓜
ふ
C
熊
谷
)
O
は
じ
め
の
坤
の
税
測
砿
一秒
闘
一l{
し
た
も
の
み
功

璃
す
る
と
'
開
基
に

放

け
る
詫
カ
の
水
中
田
内
で
の
放
火
相
加
の
方
向

は

7
校
に
大
粒
東
向
き
.で
あ
る
=
と
.
韓
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
印
の
叔
大
仙

串
の
方
向
は
創
ケ
塔
の
北
の
三
粘
私
除
い
て
は

f
舷

に
火

山
蛾
の
TL
y

嫡

銀

:･LT
)

C
山

本

岬涛

塊
滞
南
国
緯
度
観
測
所
附
妃
の
重
力
偏
差

観
測

珊
地
掛
番
風
食
豊
蓑

六
番
(O
bservations
of
G
ra
viT･y

G
radients
A
round
T

h
e
A
,Hiz
u
sa

waInterna
tion
al
L

atitude

Observatory)
･3

額

は

T
九

二

1
解

の
九

月

に
常

観

測
所

及

び
そ

の

近傍の
十
ニ
ケ伊
に
於
て
流
力
偏
光
の
捌
糊
な

行
ふ

た
｡
以
前
評
者
に

ょ
つ
て

7
九

丁
凹
か
ら

7
六
年
に
か
け
て
常
槻
測
伊
に
於
て
行
ほ
れ
た

締
庶
擾
牝
の
搬
柵
の
統
裁
の
申
､
芯
材
紹
舵
撒
.%
室
と
研
妃

脱

粗

宴

(R
e
sea
rch
O
b
se
rv
in
g
R
o
o
ln
)
と
竺

鮎

聞
(
同
北
に
四
警

凹
嵐

米
距

る

)
の
天
文
学
的
に
決
定
写
ら
れ
た
総
皮
の
差
は
測
地
単
的
に
快

光
写
ら
れ
た
も
の
よ
り
も
奴
河
の
組

側
の
粕
鵜
O
｡
〇
五
九
秒
丈
大
で

あ
る
と
い
ふ
和
光
が
見
川
さ
れ
て
あ
っ
た
､
諜
沓
ー

こ
れ
か
新
城
教
授

が
甘
て
火･
村
梯
士
の
Z
糊
の
紋
別
に
州
ひ
た
火
気
の
鵜
骨
朋
卯
の
現
象

に
ょ
る
も
の
と
し
ii
が
'
他
の
椛
成
代
賓
ス
.こ
の
二
郎
の
魂
砿
紛
糾
光

の
傾
き
に
よ
る
べ
L
と
考
へ
た
-

常
地
で

韮
力
偏
差
の
槻
州
私
行
ふ

-
い
ふ
漸
棚
は
,
)の
問
仏
T1
仰
決
の
蝕
み
柑
る
だ
ら
う
と
い
ふ
磯
期
に

あ
っ
Li
O
払
し
こ
の
珊
改
組
州
立
間
の
繊
4
J払
認
力
偏
弟
の
低
か
ら
脚

光
L
や
う
･JJ
す
れ
ば
跳
水
の
流
力
偏
差
計
で
は
秋
定
出
水
な
い
範
力
野

の

T
免

(之
れ
ほ
本
文
に
ほ
明
瞭
に
記
越
し
て
な

い
が
薮
鑑
組
Li
泊
ふ

～,･･･:J
...
･
･リ
･
･･
･･
･
2
:.I.=∵

･
..･.7
･:I.=
･'･･]_i.T･=
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､-言
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令
)
に
関
係
し
て
氷
る
絡
め
Ll
t
関
越
の
こ
軌
の
妃
く
で
二
ヶ
所
の
牲

潰
拭
い
班
渦
が
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
'
こ
の
川
畑
は
未
解
決
の
ま
ゝ
班

7冒
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地

球

妨
七
食

ら
ざ
る
在
村
な
い
9
十
二
ケ
仰
の
批
判
の
緋
親
は
韓
ポ
チ
ソ
シ
ア
ル
田

の
札,lji大
仙
率
の
方
向
は

7
艇
に
何
北
に
;L･J
-
配
列
L
2
少
し
不
親
州
で

は
あ
る
が
魂
カ
の
壷

さ
が
水
平
河
内
で
叔
大
将
加
を
祁

す
ガ
向
に

7
舵

に
は
蒜

向
で
あ
る
O
如
の
右

等

-

れ
ば
､
あ

葛

篭

鴎

=
1
9
.5

xt
0
･
gc
.ocr.S
た

な
る
｡
J
Jれ
払
従
前
北
日
本
の
各
地
で
相

川
ぜ

ら
れ

て
あ
る
芸

の
倍
か
-
別
に
捌
管

長

車

-
1
7
x
I
O
･
9c
g
s

と
比
較
す
る
と
締
め
て
AIi
-

T
致
し
て
ゐ
る
｡
(熊
谷

)

0
野
清
隆
治
光
岡
杢

托
次
郎

日
本

婚

芹

に

瀞

け

る
卒

均

海

水

両
年

饗

化

の
原

因

京
大
珊
興
部
射
撃
飾
十
慧

讐

議

昭
和
二

年

丁
月
(T
h
e
C
au
ses
o
f
th
e
A
n
n
)al
V
a
riatio
n

of
theM
ea
n

S
ea
L
e
ve
l
a
lon
g

t

h
e
J
a
p
a
n
e
se
C
o
ast)

平

均
梅
水
田

の
高

さ

が

季

節

に

･･i
つ

て

担

他

す
る
=
と
は
批
非
北
ハ孤

の
現
象
で
あ
っ
て
'
所
に
よ
っ
て
は

T
中
間
の
途
ひ
が

7
叉
は
二
米
に

も
揺
す
る
,
lJJ
が
あ
る
O
日
本
の
糾
弾
で
は
平
均
海
水
河
は
八
'
九
月

田
に
垂
的
と
な
り

7
'
二
月
頃
に
成
低
と
な
っ
て
此
差
は
二
〇
叉
は
三

〇
榊
で
あ
る
｡
大
樹
の
不
規
則
な
超
勤
は
中
年
湘
叉
は

7
年
測
払
超
す

け
れ
ど
も
此
額
は
計
井
上
太
陰
中
ロ
湖
の
約
四
パ
ー
セ
ン
ト
払
超
過
し

な
い
o
従
っ
て
上
記
の
様
な
火
ネ
五

年
遜
他
は
井
原
因

み
他
に
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
こ
の
年
封
他
は
主
と
し
て

｢
航
貌
掛
目勺
の
糊
｣
即
ち

銘
贋
､
帆
､
侭
水
の
粒
皮
'
陣
耐
'
茶
乾
及
握
流
等
に
よ
っ
で
'起
る
悔

水
師
の
昇
降
雑
則
で
あ
る
-

一
般
,1
放
試
さ
れ
て
付
為
が
､
一桝
氷
比
等

の
.仲
田
.i
,よ
る
約
日解
か
軟
盈
仙
71
･JL
伽
析
帆即
かル
す
る
ガ
㍑
いけ
案
的
MrJ.H
y

第
三
班

孟

八

六

二

ゐ
な
い
の
で
あ
っ
て
､
耶
何
れ
の
原
田
が

!
称
好
雛
が
大
で
あ
る
か
丈

比
較
的
に
は
何
が
流
火
で
あ
る
か
よ
い
ふ
鮎
に
於
て
諏
家
の
意

見
が
吸

れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
状
態
で
あ
る
｡
勿
節
此
粧
的
に
は
如
何
な
る
原
因
が

盃
大
で
あ
る
か
ば
局
所
的
の
閉
鵬
で
あ
っ
て
､
3J
カ
ー
ル
､
プ
-
ユ
タ

ナ
I
P
レ
ン
ツ
'
ク
-
エ
ム
メ
肘
等
の
研
究

(
化
し
克
性
的
で
は
あ
る

が

)
は
此
鮎
私
刑
に
し
て
ゐ
為
が
'
そ
の
桝
究
弥
基
は
秋
口
の
技

い
内

梅
と
か
非
常
に
小
さ
な
湖
で
あ
っ
て
､
此
秤
の
晦
で
は
凪
及
流
水
の
辞

世
が
背
し
い
こ
と
が
そ
の
研
究
の
紡
糸
･･i
り
明
に
筑
ほ
れ
る
｡
成

い
晦

沖
に
印
し
て
ゐ
る
約
･:it
.1
就
い
て
托
ど
う
で
あ
る
か
と
首
(
ば
p
早
-

か
ら
紙
鵬
の
砂
型
が

叫
舷
に
流
大
槻
さ
れ
て
放
た
｡
巳
に

7
八
三

!
坤

の
背
に

ド
-
シ
ー
は
'
銘
燐
の
鮮
郷
に
関
す
る
ク
ロ

ー
ズ
脚
の
簡
約
に

裁

い
て
､
ブ
レ
ス
ト
の
職
芹
で
銘
雌
の
効
見
な
光
悦
に
研
究
し
.
ラ
ボ

タ
グ
'
せ
-
･q
ス

｡
｡
ス
閑
か-tt
及
フ
エ
レ
〃
韓
の
騨
衣
に
ょ
つ
て
其
研

究
が
踏
迦
せ
ら
れ
た
O
攻
囲
に
於
て

托

故

大
森
博
士
が
隣
地
洲
鹿
部
に

屈
す
る
故
か
伊
の
助
別

所
に
於
て
別
棟
の
研
究
私
行
ふ
た
が
'
窺
鵬
の

効
鵜
は
箕
際
の
侭
水
田
年
欝
化
の
三
〇
乃
五
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
か

注
し
柑
な
か
っ
た
｡
そ
の
後
長
岡
悌

iiは
侭
水

糾
腔

の
欝

北
が
陥
水
田

の
年
擬
化
も
起
す

べ

き
こ
と
私
法
志
し
､
次
い
で
大
森
博
士
は
こ
の
暗

示
に
基
い
て
総
蛇
の
静
牡
私
吟
嘘
し
た
の
で
あ
る
が
'
両
氏
と
も
海
水

の
袋
田
,脱
皮
に
の
み
根
城
み
放
い
て
ゐ
て
渇
水
内
部
の
餌
陳
に
親
糾
さ

れ
i1
況
庇
に
は
立
脚
し
て
ゐ
な
い
O
獅
大
切
な
こ
と
は
､
悔
水
和
庇
の

大
き
な
塊
桝
で
は
梅
水
師
が
低
-
な
り
小
さ
な
場
肝
で
は
反
射
に
高
-

な
っ
て
､
低
枕
の
吻
俳

へ
向
つ
て
拙
叩
水
が
流
れ
て
行
か
れ
ば
な
ら
ぬ
か

ら
､
親
日h肱
の
不
均

叫
に
･･i
ろ
拙叩
水
相
の
小川
低
め
庇
は
比
油
触
り
り
卜秘
付



や
う
な
かW
Jh
の
祁
･触川批
伽機
の
岬
よ
り
､J
E
椴
に
小
ru-
な
る
べ
与
で
あ

る
｡
如
何
租
小
1･J
-
JhT<
る
か
>
蜘
柵
に
8g
ら
れ
な
け
れ
ば
､
閑
代
の
研

究
は
取
に
僻
前
約
の
-
の
で

あ
って
淡
先
約
の
-
の
と
は
な
ら
な
い
O

兜
は
梅
永
池
蛇
の
影
響
に
就
い
て
ほ
､
チ
エ
プ
-
ク
ツ
､
屯
-
シ
韓
の

大
家
に
L･1
つ
て
早
-
か
ら
挫
志
さ
れ
て
放
た
｡
ク
リ

ユ
ム
メ
〃
i
そ
の

意
見
で
あ
る
が
効
典
は
柚
-
紋
々
た
る
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
ゐ
る
O

ハ
リ
ス
は
紐
皮
の
効
典
は
○
ェ

駅
に
鵡
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
.
帆

の
彫
砂
が
他
罪
共
池
に
滋
も
大
な
る
脱
樹
み
J,1tj
し
て
ゐ
ろ
だ
ら
う
と
･三

瀬
し
て
ゐ
る
が
､
彼
れ
の
紐
皮
の
効
典
の
碗
諭
は
海
水
の
粘
牲
私
如
拙

し
て
ゐ
る
瓢
に
弱
鮒
が
あ
り
'
凪
に
封
す
る
主
脱
は
渇
水
筒
高
低
の
季

節
建
化
が
多
-
の
揚
食
凪
と
流
行
に
遊
ん
で
ゐ
ろ
と
い
ふ
･:4
性
的
邸
･仰､山

に
韮

い
て
ゐ

る
に
過
ぎ
な
い
｡
額
す
る
に
略
水
田
年
裏
化
の
現
象
は
未

解
決
の
関
越
で
あ
る
O

群
額
は
随
罪
測
鹿
部
の
発
表
し
た

7
九
〇
〇
年

よ
り
同
二
川
坤
ま
で
骨

溺
ケ
坤
の
間
で
平
均
ぜ
ら
れ
た
仝
陸~
十

二
ヶ
所

の
胎
潮
排
の
梅
水
田
年
挺

化
が
ほ
5･
嗣
利
鎚
加
わ
な
し
て
ゐ
ろ
J
Jと
に

鼠
が
付
い
て
,
)の
研
究
に
4.m
手
し
た

の
で
あ
る
｡

年
酸
化
の
原
田
秘
訣
の
株
に
分
獅
す
る
=
と
が
出
氷
る
O

(
こ
内
的
原
田

-
降
耐
､
河
川
の
流
水
及
非
党
に
よ
っ
て
起
る
梅
水

･;
身
の
虫
の
裏
地

:-1
硫
政
の
迎
化

5̂
太
陽
の
相
射
熱
'
風
及
磁
軸
に
ょ
つ
て
起
る
粗

放
の
挺
他
に
地
相
す
る
-
の
､
AT
降
耐
'
河
川
の
流
水
'
茶
汲
及

渦
流
に
ょ
つ
て
起
る
m
仙分
の
餌
北
に
振
田
す
る
も
の

へこ
)外
的
原
田

…=
窺
趣
の
出
化

.Ⅳ
凪
の
機
械
的
作
用

Ⅴ

地
政
自

称
S
給
め
に
粘
鎌

に
仲
川
す

る
コ
リ
オ
リ
の
力

摘

録

北汀
1
の
桝
兜
に
tll川
ひ
た
翁
鵬
は
十
二
ヶ
所
の
胎
仙御
代川
に
哉
-1鮎
い
川州

倣
俳
で
槻
測
せ
ら
れ
た
材
料
で
あ
っ
て
‥
れ
砧
小
火
銘
魚
拓

の
潮
解
か

ら
取
り
.
永
池
及
蛇
分
は
水
産
訊
問
所
の
孤
側
に
か
･,
る
も
の
で
あ
る

袈
珂
脱
皮
の
簸
料
は
不
十
分
で
あ
っ
て
､
六
ケ
仰
の
駿
湖
所
の
附
妃
で

統
:･･J
T
九

1
九
坤
か
ら
同
三

二
年
迄
の
-
の
し
か
柑
ら
れ
な
か
っ
た
.

凧
及
軸
流
に
胸
す
る
敦
料
は
水
路
:331
報
か
ら
柑
た
｡

7
'
親
雌
の
効
典

範
鵬

!
純
の
鰐
化
に
柏
餅
ず
る
鵬
水
間
の
昇
降

盈
即
ち
牒
力
回
数
は
'
灰
い
縦
枠
の
桁
樺
で
年
饗
他
の
か
-
紬
-
徐
々

に
起
る
侭
水
田
の
昇
降
巡
教
わ
取
故
ふ
揚
食
に
は
水
鎚
の
比
詰
み
悔
水

の
此
東
で
供
し
た
る
蹄

7
亨

二
TS
採
用
し
て
よ
い
.
曲
づ
硫
静
の
盗

碇
た
る
月
々
の
平
均
泊
水
田
の

耽
征
と
し
て
ほ
､

T
九

1
四
年
か
ら
回

二
三
年
ま
で
の
十
ヶ
年
川
の
平
均
低
み
流
用
し
た
｡
阿
琉
Li
月
々
の
平

均
窺
鵬
な
同
期
mI
内
で
平
均
し
た
も
の
に
推
力
国
数
在
来
iJ
て
鋭
贋
効

果
の
比
臓
的
低
払
出
す
｡
計
界
の
約
兆
私
私
現
し
て
見
る
と
'
窺
腿
の

効
苑
は
米
松
の
晦
水
師
坪
田
化
と
は
ゞ
旅
行
に
進
ん
で
は
ゐ
る
が
'
班

際
の
申
出
他
の
約

3
7

が
聡
明
さ
れ
な
い
で
凝
っ
て
氷
る
｡

二
､
略
水
の
.限
度
及
戯
分
の
効
発

海
水
の
碑
皮
が
建
地
す
る
拭
き

は
東
沖
の
平
均
の
拭
き
四
千
米
に
射
し
て
四
宵
乃
至
五
官
発
の
上
層
に

限
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
､
新
教
の

1
人
(野
満
氏
)
の
研
究
に
ェ

れ
ば
'
斯
-
の
如
,･Y義

金
に
は
碑
臆
の
局
部
的
如
他
に
よ
っ
て
起
る
梅

水
田
の
昇
降
は
そ
の
侶
め
に
海
水
が
流
れ
払
超
甘
J
Jと
な
-
金
-
静
止

の
平
街
状
態
に
凍
る
と
し
て
論
じ
て
差
し
つ
か
え
な
い
O
多
年
の
問
で

平
均
ぜ
ら
れ
た
月
々
の
梅
水
の
平
均
組
成
及
平
均
胤
分
の
帖
か
ら
ク
ヌ

ン
せ
ソ
代
の
未

に
よ
っ
て
海
月

の
平
均
額
鑑
み
換
辞
し
､

E
ガ
か
く
し

こ景

六

三



地

球

節
ャ
怨

て
柑
た

糖

度
の
何
れ
よ
り
も
少
し
大
な
る
斌
鑑

み

叫
つ
池
;:=山
に
究
め
て

之
.私
様

時
頼
皮
に
と
ろ
｡
=
の
前
額
に
州
餌
す
る
比
容
糊
S
,:-.定

計
鐸

L
そ
れ
み
米
田
か
ら
輔
庇
の
辺
地
が
な
-
な
る
搾
rJ
l･iiで
純
分
し
た
も

の
は
､
渇
水
金
牌
が
=
の
頼
畔
斌
庇
に
め
る
と
恨
先
し
た
場
舟
S
轟
水

田
の
枕
紀
か
ら
測
っ
た
･:eH
際
の
悔
水
田
の
高
さ
に
な
る
O
J
Jれ
Li
よ
っ

て
覇
皮
の
礎
他
.1
L･i
る
沌

水
田
の
年
欝
他
み
出
し
て
見
る
と
､
蛮

除
の

年
担
北
の
依
私
大
粘
聡
明
L
超
し
て
し
ま
ふ
o
但
し
鮎
川
丈
は
例
外
で

あ
っ
て
架
隙
の
帳
の
約
二
倍
と
な
っ
て
寂
る
｡
鮎
川
沖
は
丁
班
=If榊
と

親
潮
と
が
祝
流
す
る
所
で
あ
っ
て
新
蛇
の
轍
髭
が
輪
ど
陥
底
ま
F

/
泣
し

て
ゐ
る
｡か
-
の
如
き
城
舟
は
野
鶴
氏
の
班
諭
に
よ
れ
ば1
'梅

水
が
僻
止

の
中
桁
批
怨
に
あ
る
と
し
て
の
湯
谷
の
低
め
的
申
分
と

な

る
0
之
に
伐

て
鮎
川
の
助
骨
低
は
駄
明
し
称
る
だ
ら
う
0
狩
.総
皮
の
別
姓
と
紹
介
の

効
弟
と
み
試
み
に
切
離
し
て
吟
味
し
て
見
た
約
典
は
前
額
の
方
が
泡
か

に
誼
火
の
原
田
た
る
こ
と
7%
明
に
L
柑
た
｡

筑
雌
及
騎
虎
の
爾
効
見
な
食
辞
し
た
約
兆
は
解
除
の
"年
鍵
牝
と
約
ど

等
し
く
な
る
｡
故
に
平
均
悔
水
田
年
雑
化
の
主
脚
は
碑
庇
及
紙
順

の
盛

他
に
め
り
､
守
り
し
て
成
大
の
脱
問
は
碑
臆
の
欝
北
に
あ
り
と

冨
ふ
べ

jTJで
あ
る
O
以
上
の
効
北
松
轟
引
い
た
雄
供
は
僅
少
な
が
ら
冬
か
ら
春

に
か
け
て
は

正
で
あ
り
'
宜
か
ら
秋
に
か
け
て
は
負
で
あ
る
と
い
ふ
加

1
'T=g
J
い
担
他
聖
が
し
て
み
る
｡
/
,れ
托
獅
鮎
川
の
伶
地
が
め
る
O

三
'
凪
の
劾
邦

風
下
の
仰
;.梓
で
は
湖
水
間
が
昇
り
'
机
上
で
は
降

ろ
JJJ
い
ふ
こ
と
が

1
舷
にこ
潮
岬
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
､
=
れ
に
は
二
相
の
楊

食
が
鰐
別
さ
れ
る
｡
節

山
柿
に
池
の
耐
金
牌
に
凡
が
炊
い
て
ゐ
る
鎌
な

機
.伊
で
あ
っ
て
､
こ

の
楊
舟
は
｣机
下
い
招
汀
に
山肌
-T,つ
け
･I
れ
L
l水
は
獅

約

三
統

語
〇

六
凹

州
(
逃
れ
行
な
い
で
底
Li
約
ふ
て
逆
流
み
超
す
O
妨
二
樺
は
砂
把
た
る

大
作
の
志
田
に
別
邸
的
の
仇
が
吹
-
鴇
令
で
あ
っ
て
､
風
下
で
吹
き
つ

け
ら
れ
て
水
田
の
上
昇
払
超

L
Ll
水
は
伴

に
沿
ふ
て
逃
れ
､
風
上
で
水

み
吹
き
除
け
ら
れ
て
侭
-
な
っ
た
水
田;
川
両
側
か
ち
政
ち
に
榔
紛
み
受

け
る
O
従
っ
て
此
堀
金
は
凪
に
よ
る
消
印
の
悔
水
田
の
昇
降
は
細
め
て

秩
々
た
る
も
の
で
め
っ
て
'

♪-
ス
の
想
見
と
は
州
解
れ
ざ
る
も
の
と

な
る
O
H
本
猫
伯
仲
は
恰
J
節

7
和
の
場
命
に
拭
L
t
巣
晦
約
梓
で
得

ら
れ
た
コ
ー
ル
で
ノ
ダ
氏
の
米
脇
式
に
よ
っ
て
凪
S
勅
裁
が
脚
光
川
氷

る
O
太
平
搾
約
梓
は
節
二
純
の
場
合
に
屈
す
る
｡

凹
､

TL
-
汁
-
の
カ
の
効
鵜

地
球
袋
田
で
迎
漸
し
て
ゐ
る
佃
鰻
に

は
絶
て
地
球
日
揮
の
好
相
か
ら
氷
る
Tl
-
汁
-
の
カ
が
仲
川
す
る
｡
綜

流
の
自
由
衣
河
は
張
力
と
Tt
-
オ
-
の
カ
と
の
食
力
の
方
向
に
罪
政
の

他
校
か
と
る
侶
め
に
正
規
の
水
平
田
か
JJn
少
し
傾
斜
し
て
ゐ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
O
縦
つ
て
泊
梓
に
接
し
て
ゐ
る
油
紙
の
米
印
は
放
流
の
水
平

軒

か
ら

少

し
琳

降

し

て
ゐ
る
笛
で
あ
る
｡
そ
の
丑
は

淋
流
の
鵬

及
晦
流

各
部
の
一越
臆
に
よ
っ
て
先
皇
る
｡

日
本
編
.!5
…作
で
は
封
梅
抑
紙
に
よ
る
77
-
汁
-
の
カ
の
効
北
み
勘
光

し
こ
れ
に
凪
の
効
求
み
加
非
す
る
と
前
記
の
柏
倣
わ
は
L,
満
足
に
紀
刑

出
氷
る
｡
太
平三
拝
約
梓
の
親
潮
に
批
ほ
れ
る
弾
で
は
コ
リ
オ
-
カ
の
効

北
丈
で
&=
ど
機
飴
S
.訟
明
が
つ
-
0

政
和
,ll内
的
lgi
困
り
矩
城
に
上
げ
た
降
耐
流
水
呼
に
よ
る
悔
水
白
身
の

免
の
担
化
の
影
印
は
､
本
邦
の
如
-
大
河
み
持
た
な
い
で
銀
も
大
洋
中

に
孤
立
し
て
ゐ
ろ
砧
樹
で
は
到
底
鬼
糾
す
‥
-
が
川
北
な
い
だ
ら
う
-

hX
1州
心し
て
ゐ
た
い
で
あ
る
が
､
収
穫

E3
紡
澱
み
瓜
る
と
そ
の
成
り
で
あ

る
J

､f=)!=付
レ


